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大
評
判









の
怪

窟







※
そ
れ
は
、
東

京







と
横
濱






と
の
中
間






で
、
川
崎






か
ら
も
鶴
見





か
ら
も
一
里

足

ら
ず
の

處

で

あ
る
。
神
奈
川
縣
橘
樹
郡
旭
村
大
字
駒
岡
村






























瓢
簟
山









の
東
面
部







に
其
怪
窟









は
あ
る
。

　
發
見






し
た
の
は
、
明
治





四
十
年



四
月





の
四
日

で
、
そ
れ
は
埋
立
工
事









に
用



ゐ
る
爲



に
、
山



の
土



を
土
方





が
掘

取


ら
う
と
し
て
、
偶
然






に
其
怪
窟









を
掘
當





て
た
の
で
あ
る
が
、
窟





の
中



か
ら
人
骨






や
武

器

や
玉
類






や
土
器
等









が
出

た
の
で
以



て
、
圖



ら
ず
迷
信
家







の
信
仰
心








を
喚
起






し
、
或





は
又



山
師
輩







の
乘





ず
る
處





と
な
つ
て
、
忽





ち
の

間


に
評

判







大
評
判









『
お
穴
樣






』
と
呼

び
『
岩
窟
神
社










』
と
唱



へ
、
參
詣
人








引

き
も
切

ら
ず
。
日

に
何



千
人



、

時


と
し
て
は
何
萬
人








と
數



へ
ら
れ
、
お
賽
錢






だ
け
で
も
日

に
何



百
圓



と
い
ふ
揚



り
高



で
、
そ
れ
に
連

れ
て
今



ま

で
は
寂



し
か
つ
た
田
舍
道







に
、
軒



を
並



べ
る
茶
店






や
ら
賣
店






や
ら
、
こ
れ
も
新
築






三
百
餘
軒





に
達



し
た
と
は
、

實


に
驚





く
べ
き
迷
信






の
魔
力






※

　
面
喰






つ
た
の
は
神
奈
川
縣








の
警
察
部







で
、
斯

く
の
如



き
迷
信






を
、
成

す
が
儘



に
増

長







さ
し
て
は
、
保
安
上
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容
易





な
ら
ぬ
問
題






で
あ
る
と
い
ふ
の
で
（
そ
れ
に
濫



り
に
神
社
呼








は
り
を
爲

る
事



は
法
律






の
許



さ
ぬ
處





で
も
あ

る
の
で
）
奉
納






の
旗

幟







、
繪
馬
等









を
撤



せ
し
め
、
窟





か
ら
流

出







す
る
汚
水





を
酌
取





る
を
禁



じ
、
警

官







を

出

張








さ
し
て
嚴



に
取

締







を
付

け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
參
詣
人








は
一
向



※


じ
無

い
。
晝
夜





の
差
別





な

く
、
遠
近






か
ら
參
集






す
る
愚
男
愚
女








は
、
一
里

の
道



を
引

き
も
切

ら
ず
。

　
其

所

で
、
其



岩
窟






な
る
物



が
、
抑





も
何

ん
で
あ
る
か
を
調



べ
る
必
用






を
生





じ
、
坪
井
理
學
博
士











の
第



一
の
探

檢
調
査








と
な
つ
た
。
そ
れ
は
九
月





十
二
日



で
あ
つ
た
。

　
實



は
博
士





を
わ
ざ
〳
〵
勞



す
る
ま
で
も
無

か
つ
た
の
で
、
こ
れ
は
古
代





の
葬
坑






で
、
横
穴






と
通

稱







す
る
も

の
。
能

く
調



べ
た
ら
全
國






到


る
處





に
有

る
か
も
知

れ
ぬ
。
現
在






に
於



て
は
、
九
州



、
四
國



か
ら
、
陸
前






、
陸
奧






、

出

羽

の
方



ま
で
掛

け
て
三
十
五
ヶ
國



に
亘



り
發
見






さ
れ
て
居

る
の
で
、
加
之





横
穴






は
一
ヶ
所



に
群
在






す
る
例



が

多


い
の
だ
か
ら
、
穴



の
數



を
算



し
た
ら
、
ど
の
位





有

る
か
知

れ
ぬ
の
で
あ
る
。
中



で
最





も
名
高





い
の
は
、
埼
玉






縣


の
吉
見
村







の
百
穴



（
實
數






二
百
四
十
餘

）
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
今
度





發
見






さ
れ
た
駒
岡
附
近









に
も
、
既



に
已



に
澤
山






横
穴






が
開
發






さ
れ
て
あ
る
の
だ
が
、
扨

て
、

果
報






な
の
は
今

回







の
お
穴
樣






で
、
意
外






の
人
氣





を
一
個





で
背

負

つ
て
、
眞





に
希
代





の
好
運
兒







、
否



、
好
運
穴








と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
横
穴






は
何

處

ま
で
も
横
穴






で
あ
る
が
、
内
部





の
構
造






に
多
少





注
意





す
べ
き
點



も
あ
り
。
そ
れ
か
ら
瓢
簟
山









の
頂

上







に
於



て
、
埴
輪
土
偶








を
二
個

發
見






し
た
關

係







か
ら
、
四
ヶ
處



の
隆
起





せ
る
山
頂






を
以



て
、
古
墳





で

は
無

い
か
と
い
ふ
疑
問





を
生





じ
、
若

し
其



隆
起





せ
る
山
頂






が
、
瓢
簟
形









か
或





は
前
方
後
圓










の
古
墳





で
あ
る
と
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す
れ
ば
、
其



山
頂






の
古
墳





と
山
麓






の
横
穴






と
、
如

何

な
る
關

係







を
有



す
る
で
あ
ら
う
か
。
山
頂






の
が
主
墳






で
、

山
麓






の
が
殉
死
者








を
葬





つ
た
の
で
は
有

る
ま
い
か
と
い
ふ
、
斯

う
し
た
疑
問





を
も
生





ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
多



く
の
例



に
於



て
は
古
墳





（
高
塚






）
と
横
穴






と
は
、
別
種






に
考





へ
ら
れ
て
居

る
。
よ
し
や
同
所






に
有

ら
う
と

も
、
同
時
代







と
は
考





へ
ら
れ
て
居

ら
ぬ
。
高
塚






よ
り
も
横
穴






の
方



が
、
時
代





に
於



て
若



い
と
考





へ
ら
れ
居

る
の

で
、
高
塚






は
高
塚






で
或
時
代







に
築



か
れ
、
横
穴






は
横
穴






で
其
後






に
造



ら
れ
る
と
、
斯

う
大
概






考




へ
ら
れ
て
居

た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
坪
井
博
士








は
、
同
時
代







に
解

釋







を
下



さ
れ
た
の
で
あ
る
、
少



し
く
考
古
趣
味








を
有



す

る
者



は
、
變



だ
な
と
思



は
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
又



そ
れ
だ
け
の
理
由





が
有

る
。

　
そ
れ
は
瓢
簟
山









の
地
形





で
あ
る
。
此
地
形







が
主
墳






の
周
圍





に
陪
塚






を
造



る
を
ゆ
る
さ
ぬ
。
即





ち
主
人






を
葬





つ

た
塚



の
近



く
に
、
殉
死
者








の
塚



を
造



る
だ
け
の
餘

地

が
無

い
の
で
、
已

む
を
得

ず
山
麓






に
横
穴






を
造



つ
た
と
い

ふ
の
説



で
あ
る
。
果



し
て
然



ら
ば
學
術
上










の
大
發
見








で
あ
る
。

　
そ
れ
で
、
兎

も
角



も
、
山
頂






の
凸
起





す
る
地
點





に
調
査





を
試





み
、
果



し
て
古
墳





で
あ
る
か
否



か
を
確





め
る
必



用


を
生





じ
た
の
で
、
地
主
側







の
請

願







も
あ
り
、
博
士





は
い
よ
い
よ
十
月





七
日

よ
り
數
日
間








此

所

に
大
發
掘








を

擧

行







せ
ら
る
ゝ
事



と
な
つ
た
。

　
此
豫
報







が
一
た
び
各
新
聞








に
由

つ
て
傳



へ
ら
れ
る
と
、
迷
信






非
迷
信







に
關





ら
ず
、
江
湖





は
大



い
な
る
注
意





を

之


に
向

け
て
拂



つ
た
。

　
何



が
出

る
だ
ら
う
？

　
改





め
て
余

は
茲



に
言

ふ
。
或

る
意

味

に
於



て
の
大
怪
窟









が
、
學

術







の
光





に
如

何

照

ら
さ
れ
る
で
あ
ら
う
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か
。
深



き
興
味






を
以



て
此
大
發
掘










を
迎



へ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
其

所

で
余

は
、
一
方



に
於



て
は
、
新
聞
記
者









の
職
務






を
以



て
、
一
方



に
於



て
は
、
太
古
遺
跡
研
究
會
幹
事


















の

本
分






を
以



て
、
坪
井
博
士
監
督












の
下



に
行





は
れ
る
所
謂






お
穴
樣
大
發
掘












の
參

觀







に
出

張








す
る
事



と
は
な
つ

た
。

　
東
京
朝
日
新
聞














の
記
者





に
し
て
考
古
家
中








に
嶄
然






頭
角






を
露



は
せ
る
水
谷
幻
花
氏











と
同
行






し
て
、
余

は
四
十

一
年



十
月





七
日

午
前





九
時

（
曇





）
鶴
見





の

電
車
停
留
場













に
到

着







す
る
と
、
間

も
な
く
都
新
聞









の
吉
見
氏









、

中
央
新
聞










の
郡
司
氏









が
來

た
。

　
其

所

へ
坪
井
博
士








は
、
石
田
理
學
士









、
大
野
助
手









、
野
中
事
務
員









を
同
行






し
て
、
電
車






で
來

ら
れ
た
。
續



い

て

帝
室
博
物
館
員















、
高
橋






、
平
子





、
和

田

、
紀

の
諸
氏





が
來

る
。
新
聞
記
者









と
し
て
は
、
國
民






の
松
崎






、
平



福


、
郡
司





の
三
氏

、
時

事

の
左

氏

、
東
京
毎
日











の
井
上
氏







、
毎
日
電
報










の
近
藤
氏







、
や
ま
と
の
倉
光
氏







、
日

本


の
中
村
氏







、
萬
朝






の
曾

我

部

山
岡






二
氏

、
報
知





の
山
村
氏







、
城

南







の
高
橋
氏







、
其
他





讀
賣






、
二
六
、
東






京
日
日
等









、
悉





く

揃


つ
た
。

　
こ
れ
に
出
迎





へ
の
村

長







、
地
主





、
有
志
家
等








、
大
變






な
人
數





で
あ
る
。
そ
れ
が
瓢

形







に
駒
岡






と
記
入





し

た
る
銀
鍍
金







の
徽
章






を
一
樣



に
着

け
、
同



じ
表





の
小
旗





を
立

て
た
俥





に
乘
揃






つ
て
、
瓢
簟
山









へ
と
進
軍






？
し

た
の
は
、
な
か
〳
〵
の
お
祭



り
騷



ぎ
※

　
一
先





づ
一
同



は
、
地
主





の
一
人



た
る
秋
山
廣
吉
氏











の
宅



に
着

き
、
其

所

か
ら
徒

歩

で
、
瓢
簟
山









へ
行

つ
て

見

る
と
、
山



の
周
圍





に
鐵
條
網








を
張

り
、
警

官







十
餘
名





、
嚴

重







に
警
戒






し
て
、
徽
章






な
き
者



は
出

入







を
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禁


じ
て
あ
る
。

　
山
麓






に
は
、
紅
白






だ
ん
だ
ら
の
幕



を
張

り
、
天
幕





を
吊

り
、

高
等
官
休
憩
所















、
新
聞
記
者
席











、
參
觀
人










席

な
ど
區
別





し
て
あ
る
。
別



に
喫
茶
所







を
設



け
て
あ
る
。
宛
然





園
遊
會
場












だ
。

　
其

所

へ
、
周
布
神
奈
川
縣
知
事





















が
來

る
。
橋
本
警
務
長












が
來

る
。
田
中
代
議
士









、
樋
口
郡
長










、
曰



く
何



、
曰



く
何



、
斯

う
い
ふ
時



に
は
肩
書






が
必
用






と
見

え
る
。
高
等
野
次
馬










の
數



、
無
慮





百
餘
名





と
註



せ
ら
れ
た
。

　
其

所

で
、
第



一
の
探
檢






が
所
謂






お
穴
樣






の
内
部





で
あ
る
。
前



に
は
此
横
穴








の
前



ま
で
、
參
詣
人








を
寄

せ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
線
香






で
燻



べ
た
り
、
賽
錢






を
投
付





け
た
り
す
る
の
で
、
横
穴






の
原
形






の
毀
損





す
る
虞



れ

が
有

る
爲



に
、
博
士





は
取
調
上










の
必
用






か
ら
、
先
日






警
察






に
交

渉







し
、
入
口






か
ら
三
間
許






り
隔





て
、
棒
杭






を
打

ち
、
鐵
條






を
張

り
、
人



を
入

ら
し
め
ぬ
樣



に
警
戒






を
依
頼





さ
れ
た
の
だ
。

　
今

日

は
併



し
、
其
博
士







が
先
導






で
あ
る
か
ら
、
我
々






は
自
由





に
内
部





ま
で
入

る
を
得

た
。
但



し
、
五
六
人
宛






交

代







り
で
あ
る
。

　
穴



は
間
口





七
尺





五
寸



に
、
奧
行






八
尺





の
、
高



さ
四
尺





、
長
方
形









の
岩
室






で
、
そ
れ
に
柄

を
附

け
た
樣



に
入



口


の
道



が
あ
る
。
突
當






り
に
一
段



高


い
處





が
あ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
周
圍





と
中
央






と
に
淺



い
溝



が
掘

つ
て
あ
る
。

之


は
水



の
流

出







を
謀



つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
右



の
如



く
純

然







た
る
古
代





の
葬
坑






で
、
住
居
跡







な
ん
ど
い
ふ
の
は
愚
説





の
甚




し

い
の
で
あ
る
。
横
穴






の
中



で
も
格
別






珍


ら
し
い
構
造






で
は
無

い
が
、
床



と
溝



と
が
稍



形
式






に
於



て
異



な
つ
て
居

る
位





で
、
之



を
信
仰






す
る

に
至



つ
て
は
、
抱
腹
絶
倒










せ
ざ
る
を
得

な
い
。
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扨

て
坪
井
博
士








は
、
石
田
學
士








大
野
助
手
等










と
共



に
、
豫



て
集
合






さ
し
て
あ
る
赤
鉢
卷








の
人
夫





三
十
餘
名





を

督


し
て
、
い
よ
〳
〵
山
頂







の
大
發
掘








に
取
掛






り
、
又



一
分
隊






を
派

し
て
、

瓢
箪
山
西
面













に
、
半





埋


も
れ
た
る

横
穴






、
三
箇

の
發
掘






を
開
始





さ
れ
た
が
、
間

の
惡



い
時



に
は
何

處

ま
で
も
惡



い
も
の
で
、
東
面






の
地
主





と
西
面






の
地
主





と
は
、
感

情







の
衝

突







か
何



か
有

つ
て
、
西
面






の
方



へ
無
斷



で
手

を
附

け
る
と
は
怪

し
か
ら
ん
と
か

何


と
か
、
少



し
の
手
違





ひ
に
突
入





つ
て
喰

つ
て
掛



り
、
山

上







で
大
激
論








が
始



ま
り
、
警
務
長








や
郡

長







や
代

議
士





な
ど
が
仲



に
入

つ
て
、
兎

も
角



も
歪





な
り
の
圓
滿






？
に
局





を
結



び
、
一
時

中
止





し
て
居

た
發
掘






を
續



け
る

事


と
な
つ
た
が
、
西
面
北
部









の
横
穴






は
、
乞
食





が
曾



て
住

ん
で
居

た
事



が
あ
り
、
西
面
南
部









の
二
箇

に
は
、
子

供


が
入



つ
て
遊



ん
だ
事



も
あ
る
。
然

う
し
て
二
箇

は
内
部





で
連
絡






し
て
居

る
と
い
ふ
事



が
分



つ
た
の
で
、
何

ん

だ
か
張
合






は
拔

け
て
來

る
。
小
雨





は
降

り
出

す
。
新
聞
記
者
連











は
そ
ろ
〳
〵
惡
口






を
始



め
る
。
地
主
連







は
ま
ご

〳
〵
し
て
居

る
。
惰
氣
滿
々








た
る
此
時






に
、
南
部





の
横
穴






の
方



で
、
坪
井
博
士








は
、
一
聲



高


く
。

『
出

た
※
出

た
※
』

　
忽





ち
全
山






の
高
等
野
次
馬










は
、
我



お
く
れ
じ
と
馳
付





け
て
見

る
と
、
博
士





は
笑



ひ
な
が
ら
、
古
靴






の
片
足






を
、

洋
杖






の
先



に
懸

け
て
示



さ
れ
た
。
塵



と
一
處



に
穴



の
中



へ
落

ち
て
居

た
の
を
、
博
士





が
戯





れ
に
取
出





さ
れ
た
の

で
、
之



は
一
抔



頂
戴






し
た
と
、
一
同



ク
ツ
〳
〵
笑



ひ
。

　
這

ん
な
事



で
一
向



に
要

領







を
得

ず
、
山
頂






の
方



で
は
、
僅



か
に
埴
輪





の
破
片





（
雲

珠

、
鞆
等






）
を
見
出





し

た
の
み
、
そ
れ
で
大
發
掘








の
第



一
回





を
終



つ
た
。

　
余

は
折
角






着

込

ん
で
行

つ
た
探
檢
服








に
、
少



し
も
泥



を
附

け
ず
し
て
宅



へ
と
引
揚





げ
た
。
大
學
連
中










は
皆



泊
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り
込

み
で
あ
る
。

　
八
日

（
曇
後
晴









）
余

は
午
前





十
時
頃





に
瓢
箪
山









へ
到

着







し
て
見

る
と
、
發
掘






は
既



に
進
行






し
て
赤
鉢






卷
隊






は
活

動







し
て
居

る
が
、
一
向



に
變



つ
た
事



は
無

い
。

　
そ
れ
で
も
、
西
面
南
部









の
二
箇

の
横
穴






は
、
大
概






發
掘






を
終



り
、
其
岩
壁








が
欠

壞







し
て
、
奧



で
貫

通







し

て
居

る
事



が
判
明






し
、
又



石
灰
分









が
岩
面






の
龜
裂





の
部
分





か
ら
漏

出







し
て
、
小
鐘
乳
石











を
垂
下





し
て
居

る
の
を
發
見






し
た
。

　
一
時

は
天
井






か
ら
骨



が
ぶ
ら
下



つ
て
居

る
の
、
セ
メ
ン
ト
で
内
部





が
塗

つ
て
有

る
の
と
、
高
等
野
次
馬










の
騷



ぎ
と
云

つ
た
ら
無

か
つ
た
。

　
そ
れ
か
ら
一
方



の
小



な
る
横
穴






の
シ
キ
か
ら
は
、
人



の
大
腿
骨








と
指
骨





の
一
小
部
分







と
が
出

で
、
直

刀







の

折
片






、
鍔



（
鐵
製






、
寶
珠
形








、
透



し
）
脛

巾

金

、
及



び
朱
塗






の
土

器

（
彌
生
式
土
器









に
類
似





す
）
等



が
出

で
た
。

こ
れ
と
て
も
一
向



珍


ら
し
く
は
無

い
。

　
そ
れ
で
西
面






の
横
穴






に
は
斷
念






し
て
、
山
頂






の
主
墳
探








し
に
全

力







を
盡



す
事



と
な
つ
た
が
、
相
變






ら
ず
埴

輪
圓
筒








の
破
片





や
、
埴
輪
土
馬











の
破
片
等







が
出

る
位





で
、
更



に
石

槨







に
突
當






ら
ぬ
。
如

何

も
古
墳





は
無

い
ら

し
い
。
有

つ
た
か
も
知

れ
ぬ
が
、
今



は
無

い
の
が
本
統






ら
し
い
。

　
大
野
助
手









の
顏

色







は
、
朱
塗






に
成

つ
た
り
祝
部
色








に
成

つ
た
り
し
て
居

る
。

　
余

は
其
間






に
、
最

一
度

『
お
穴
樣






』
を
探
檢






す
る
必
用






を
感



じ
て
、
東
面






の
彼

の
參
詣
者








の
前



か
ら
横
穴






の

中


に
入

り
、
調
査





を
終



つ
て
外



へ
出

る
と
、
鐵
條
網








に
隔



て
ら
れ
た
參
詣
人








の
中



か
ら
。
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『
野
郎





、
俺



が
今



投

げ
た
お
賽
錢






を
踏

め
ア
が
ツ
て
、
太



え
奴



だ
。
ぶ
ン
毆



る
か
ら
然

う
思



へ
ツ
』
と
呼



は
る
。

　
な
る
程



、
彼
等





が
信
仰
心








を
以



て
、
遠



く
此

所

ま
で
來



り
な
が
ら
、
肝
腎






の
お
穴



に
は
接
近






す
る
事



を
得

ず
。

漸




く
鐵
條
網








の
外



か
ら
お
賽
錢






を
投

げ
た
の
を
、
變



な
男
子





が
ノ
コ
〳
〵
來

て
、
敬
禮






も
爲

ず
、
無
遠
慮







に
、

穴


に
入



つ
て
加
之







お
賽
錢






を
踏

ん
だ
の
だ
か
ら
、
先
方






の
身

に
な
る
と
腹



の
立

つ
の
も
最





も
千
萬



。
此
奴





毆


ら

れ
て
は
大
變






だ
と
余

は
コ
ソ
〳
〵
と
逃

げ
出

し
た
。

　
此
日





は
鐵
條
網








に
就



て
博
士
對
警
官












の
小
衝
突









が
有

つ
た
が
、
勿
論






警
官
側









の
誤
解





に
出

で
た
の
で
、

程


な
く
落

着







し
た
。

　
這

ん
な
事



で
第



二
日

目

も
失
敗






。

　
余

は
、
毎
電






、
東
京
毎
日











、
や
ま
と
、
日
本





の
記
者





と
共



に
、
山
越






を
し
て
、
駒
岡
貝
塚










、
末
吉
貝
塚










の

遺
跡





を
過

ぎ
、
鶴
見





に
出

て
歸
宅





し
た
。

　
九
日

（
晴



）
昨



の
如



く
到

着







し
て
見

る
と
、
新
聞
連








も
今

日

は
少



な
い
。
坪
井
博
士








も
歸
京






の
準
備






を
し

て
居

ら
れ
る
。
博
物
館









か
ら
は
、
和

田

氏

一
人





だ
け
だ
。
併



し
、
高
等
野
次
馬










は
非
常






に
多



い
。

　
東
面
山
麓










の
山
土





の
崩

壞







し
て
堆
積






し
た
る
一
部

に
、
祝
部
高
坏
土
器












を
發
見






し
た
の
で
、
如

何

も
此

所

が
怪



し
い
と
、
人
類
學
者










な
ら
ぬ
土
方





の
船
町
倉
次
郎











と
い
ふ
の
が
、
一
生
懸
命









に
掘

り
進



ん
で
居

る
他



、

赤
鉢
卷
隊










は
全

力







を
山
頂






に
向



つ
て
注



ぎ
、
山
全
體








を
取



く
づ
す
と
い
ふ
勢





ひ
で
遣

つ
て
居

る
間



に
、
鍬



の

先


に
ガ
チ
リ
と
音



し
て
何



か
當



つ
た
。

『
出

た
ぞ
〳
〵
』
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『
當



つ
た
ぞ
〳
〵
』
と
山
頂






は
大
歡
呼








で
あ
る
。
余

等

は
夢
中





に
成

つ
て
、
驅
上






つ
て
見

る
と
、
出

た
の
は
出

た
が
、
古
墳





に
は
無
關
係
物










で
、
石
器
時
代








の
遺
物





た
る
、
石
棒
頭
部









（
緑
泥
片
岩











）
源
平
時
代









の
五
輪
塔






の
頭
部





。
足
利
時
代









の
寶
篋
印
塔











の
一
部
等





で
、
主
墳






に
は
古
過





ぎ
た
り
、
新





し
過

ぎ
た
り
。
好

い
具
合





に

適
合






せ
ぬ
の
で
、
又



も
や
大
失
望








。

　
坪
井
博
士








は
、
正
午
過







ぎ
、
用
事





の
爲



、
歸
京






さ
れ
た
の
で
、
後



を
大
野
助
手









が
主
任






で
監
督






し
て
居

る
と
、

午

後

二
時
頃





に
至



つ
て
、
船
町
倉
次
郎











受
持






の
山
麓






か
ら
、
多
數





の
圓
石






を
發
見






し
た
。

　
さ
ア
今
度





は
本
統






だ
。
い
よ
〳
〵
掘
當





て
た
。
け
れ
ど
も
矢
張






横
穴






で
あ
ら
う
。
主
墳






で
は
有

る
ま
い
が
、

人
氣





の
緩



ん
で
居

る
折
柄






と
て
、
學
者






も
、
記
者





も
、
高
等
野
次
馬










も
、
警

官







も
、
悉





く

此

所

へ
集



ま
つ
て
、

作
業






の
邪
魔





と
な
る
事



夥
多






し
い
。
未

だ
穴



の
口



が
開

か
ぬ
の
に
是



な
の
で
あ
る
か
ら
、
横
穴






發
見






と
な
つ
た

ら
、
ど
ん
な
混
亂






を
生





ず
る
か
分



ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
警
戒
區
域
内











に
更



に
又



一
小
區





を
劃





し
、
此

所

に
は
誰



も
入

れ
ぬ
事



に
し
て
、
そ
れ
か
ら
入
窟






の
順

序







を
豫




め

定


め
た
。

　
大
野





　
　
和

田

　
　
野
中





　
　
そ
れ
か
ら
新
聞
記
者









を
代
表






し
て
、
水
谷






及


び
余

と
い
ふ
順

番







で
あ
る
。

　
大
得
意







の
船
町
倉
次
郎











は
、
更



に
勇



を
皷

し
て
圓
石






を
取
除






く
と
、
最
初






の
地
面





よ
り
一
丈





三
尺
餘






の
前
面






に
於



て
、
ぽ
か
り
と
大
穴






へ
突
拔





け
た
。

　
一
同



は
大
動
搖








を
始



め
た
。
早



く
中



が
見

た
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
永



く
密
閉






せ
ら
れ
て
あ
る
岩
窟






の

内
部





に
は
、
惡
瓦
斯







を
發
生






し
て
居

る
に
相
違





な
い
。
不
用
意









に
入

る
と
窒
息






し
て
死

ぬ
恐



れ
が
あ
る
の
で
、

先

づ
蝋
燭






の
火

を
さ
し
入

れ
る
必
用






が
あ
る
。
人
足






が
一
人





進


ん
で
、
穴



の
中



に
片
手





の
火

を
さ
し
入

れ
る
と
、

11



火

は
次
第





に
小





く
成

つ
て
、
後



に
は
、
ふ
ツ
と
消

え
た
。

『
危
險





※
危
險





※
』
と
い
ふ
の
で
未

だ
誰



も
入

ら
う
と
爲

ぬ
。

　
余

は
此
時






、
探
檢
服








の
輕
裝






で
、
手

に
龕
燈






を
携





へ
て
居

た
。
中



に
入

る
の
は
危
險





で
あ
ら
う
が
、
龕
燈






の

光

を

射

し
向

け
て
、
入
口






か
ら
内
部





を
照

ら
し
見

る
に
は
差
支






へ
な
か
ら
う
と
考





へ
、
單
身






横
穴






の
入
口






ま
で

進


ん
だ
。

　
然

う
し
て
龕
燈






を
持

つ
手

を
横
穴






に
突
出





し
て
、
内
部





を
照

ら
し
て
見

や
う
と
し
た
が
、
其



光




の
當



る
部
分





は
、
白
氣





濛
々






と
し
て
物
凄






く
、
何



が
何



や
ら
少



し
も
分



ら
ぬ
。

　
漸





く
見
定





め
る
と
、
龕
燈






の
光





が
奧
壁






に
突
當






つ
て
、
朧

月







の
如



く
寫



る
の
で
あ
る
。

　
未

だ
併



し
入

る
に
は
危
險





で
あ
る
か
ら
、
窟
内






に
酢

を
散
布





し
て
、
然

う
し
て
後



に
入

る
が
好

か
ら
う
。
そ

れ
に
、
第



一
番



に
は
大
野
氏









が
入

る
筈



だ
か
ら
と
考





へ
な
が
ら
、
猶



今


一
度

窟




の
底
部





を
照

ら
し
て
見

や
う
と

し
て
、
龕
燈






を
持
直






す
途
端





に
、
余

の
足



は
入
口






の
く
づ
れ
た
る
岩
面






を
踏

ん
だ
の
で
、
ツ
ル
〳
〵
と
穴



の
中



へ
濘



り
落

ち
た
。

　
は
ツ
と
思



つ
た
が
、
最

う
仕
方





が
無

い
。
余

は
既



に
一
歩

を
横
穴






に
踏
入





れ
て
居

る
の
だ
。
斯

う
な
る
と
日

頃


の
探
檢
氣







が
生





じ
て
、
危
險





を
思



は
ず
、
更



に
奧



の
方



へ
進



む
と
、
這

は
如

何

に
、
足
下






に
大
々

蜈

※










が
の
た
く
ツ
て
居

る
　
　
と
思



つ
た
の
は
束



の
間

で
、
龕
燈






の
火

で
照

ら
し
て
見

る
と
、
岩



の
隙
間





か
ら
入

つ

た
草



の
蔓



で
あ
つ
た
。

　
更



に
氣

を
取
直






し
て
、
暗
黒
々








の
岩
窟
内








を
照



し
見

る
と
、
奧
壁






近


く
に
當



つ
て
有

る
、
有

る
、
人



の
骨



ら
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し
い
物



が
泥
土





に
埋

ま
り
な
が
ら
横





は
つ
て
見

え
る
。
然

う
し
て
其



枕

元







の
方



に
、
錆

び
て
※
木





の
如



く
な

る
直
刀







が
二
本



置

い
て
あ
る
。

　
此
時






余

は
一
種



言

ふ
可



ら
ざ
る
の
凄
氣





に
打

た
れ
た
の
で
あ
る
。
此

所

は
是



、
千
數



百
年
前






の
人



を
葬





つ
た

墳
墓





で
あ
る
。
其



内
部





に
余

は
生

き
な
が
ら
入

つ
て
立

つ
の
で
あ
る
。
白
骨






生

け
る
に
あ
ら
ぬ
か
。
余

は
死

せ

る
に
あ
ら
ぬ
か
と
い
ふ
、
夢
幻





の
境





に
さ
ま
よ
ひ
、
茫
然






と
し
て
動



か
ず
に
居

る
後





か
ら
、
突
然






、
一
箇

の
黒



影


が
出

現







し
た
。

　
吃
驚






し
て
見

る
と
そ
れ
は
野
中
氏









だ
。

　
そ
れ
か
ら
余

は
氣

を
取
直






し
て
。

『
最

う
大
丈
夫








だ
。
諸
君






、
來
給





へ
』
と
呼



は
つ
た
。

　
窟

外







か
ら
は
、
角
燈






、
蝋
燭






な
ん
ど
、
點
火






し
て
、
和

田

、
大
野





、
水
谷






と
い
ふ
順

序







で
入
來






つ
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
人



、
手
分





を
し
て
、
窟
内






を
隈



な
く
調
査





し
て
見

る
と
、
遺
骨





、
遺
物





、
續

々







と
し
て
發
見






さ
れ
る
。
そ
れ
を
過



ま
つ
て
踏

み
さ
う
に
爲

る
。
大
騷






ぎ
だ
。

　
今



こ
の
岩
窟






を
説
明






す
る
に
、
最





も
解



し
易



か
ら
し
め
る
に
は
、
諸
君






の
腦
裡





に
、
洋
式






の
犬
小
屋









を
畫



い

て
貰



ふ
の
が
一
番



だ
。

　
地
中





に
犬
小
屋
式








の
横
穴






が
穿



つ
て
あ
つ
て
、
其



犬
小
屋









の
如



き
岩
窟






の
入
口






ま
で
は
、
一
丈





三
尺
餘






の
小



墜
道






を
通



る
の
だ
。
扨

て
、
犬
小
屋









の
如



き
横
穴






の
入
口






は
、
幅



三
尺





六
寸



、
高



さ
が
三
尺





八
寸



あ
る
。
だ
か

ら
犬



が
犬
小
屋









に
入



る
時



に
腹
這





ふ
と
同



じ
く
、
人



が
横
穴






に
入

る
時



も
、
餘
程





窮
屈






だ
。
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其

所

で
、
入
口






を
入

る
と
、
其

所

の
横
幅






が
九
尺





四
寸



あ
る
。
そ
れ
か
ら
突
當






り
の
奧
壁






ま
で
一
丈





四
尺





の

長


さ
が
あ
る
。
奧
壁






の
處





の
横
幅






は
、
入
口






よ
り
少



し
く
延

び
て
一
丈





一
尺





五
寸



あ
る
。
下



に
は
小
石





が
一
面



に
敷
詰





め
て
あ
る
。
天
井






の
高



さ
は
中
央
部







は
五
尺





四
寸



あ
る
が
。
蒲
鉾
式








に
圓



く
張

つ
て
居

る
の
で
、
四
隅



は
そ
れ
よ
り
自
然





に
低



い
。
扨

て
其
他





に
は
、
彼

の
第



一
の
穴



に
も
あ
る
如



く
、
周
圍





と
中
央






と
に
、
幅



四
五

寸


の
溝



が
穿



つ
て
あ
る
が
、
彼

の
如



く
床
壇






は
設



け
て
無

い
。
其
代






り
に
奧
壁






か
ら
一
尺





二
寸



隔




て
、
一
列



に

石


が
並



べ
て
あ
り
、
そ
れ
か
ら
三
尺





を
隔





て
、
又



第


二
列



の
石



が
列



べ
て
あ
る
。
其
間







に
、
人
骨






の
腐
蝕






し
た

の
が
二
三
體



泥


の
如



く
な
つ
て
横





は
つ
て
居

る
。
鐵
鏃






が
あ
る
。
直

刀







が
二
本



交
叉





し
て
あ
る
。
鐵

環







。

轡

。

槍
先






。
祝
部






、
土
器
等









が
、
其

所

此

所

に
置

か
れ
て
あ
る
。

　
こ
れ
を
調



べ
る
に
は
、
和

田

氏

が
卷

尺







を
持

つ
、
余

が
一
方



に
其
端






を
持

ち
、
一
方



に
燈
器





を
持

つ
。
大

野
氏





が
一
々






圖

を
取

る
と
い
ふ
役
目





で
、
然

う
し
て
居

る
間



に
、
頭





と
尻



と
衝
突







す
る
。
足



を
踏

む
。
手

を
突

く
。
遺
物





を
踏

み
掛

け
る
。
遺
骨





を
踏

み
掛

け
る
。
窮
屈
千
萬










だ
。

　
遺
骨





は
三
四
體



、
合
葬






し
た
形
跡






が
あ
る
。
其

所

に
も
此

所

に
も
人
骨






が
横





は
つ
て
居

る
が
、
多
年





泥
水






に

浸


さ
れ
て
居

た
の
で
、
手

に
觸

れ
る
と
宛
然





泥


の
如



く
、
形





を
全





く
取
上





げ
る
事



は
出

來

ぬ
。

　
以
上






の
如



く
、
大
體






の
調
査





は
濟

ん
だ
の
で
あ
る
が
、
猶



細


か
に
、
小
石





や
、
泥



を
渫



へ
出

し
て
見

た
ら
、

玉
類






金
環
類









の
發
見






も
あ
る
の
だ
ら
う
が
、
そ
れ
は
坪
井
博
士








が
來

ら
れ
て
か
ら
に
し
て
、
兎

も
角



も
既
發





見


の
遺
物





だ
け
外



に
持
出





し
、
跡



は
明

日

ま
で
封
鎖





す
る
が
好

か
ら
う
と
、
一
决



し
、
各
新
聞
記
者











及


び
少
數






の
人



に
窟
内






を
一
見



さ
し
た
後



、
余

等

五
人



は
穴



か
ら
出

る
事



に
し
た
。
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其
時






、
余

は
、
俵

形







の
土

器

を
兩
手






に
持

つ
て
、
眞
先





き
に
穴



か
ら
飛
出





す
と
、
高
等
野
次
馬










は
聲



を
揃



へ
て
。

『
萬
歳






※
』
の
叫



び
。

　
地
下
坑
道








か
ら
進



ん
で
敵
砲
臺








を
陷
落






せ
し
め
た
勇
士





も
斯

く
や
と
、
我



な
が
ら
大
得
意







で
あ
つ
た
。

　
余

は
此
日





限


り
、
既

う
探
檢






に
は
行

か
な
か
つ
た
。
何
故






な
ら
ば
、
迚



も
主
墳
發
見










の
見
込





が
無

い
か
ら
で

あ
つ
た
。

　
大
學
側








で
も
、
其



翌
日






、
新
發
見








の
横
穴






に
就



て
調
査





を
續



け
ら
れ
た
の
み
で
、
そ
れ
限



り
、
他

の
發
掘






を

中
止





さ
れ
、
十
一
日



に
は
坪
井
博
士








の
講
演






が
あ
つ
た
ゞ
け
で
、

瓢
箪
山
大
發
掘















の
一
段
落






は
著

い
た
。

　
余

は
殘
念






な
が
ら
、
博
士





の
講
演






を
拜

聽







す
る
を
得

な
か
つ
た
の
で
、
博
士





が
瓢
箪
山









及


び
新
發
見








の
横



穴


に
就



て
、
如

何

い
ふ
説



を
發
表






さ
れ
た
か
、
余

は
知

ら
ぬ
が
、
（
新
聞






に
は
講
演






の
梗
概






が
出

て
居

た
が
、

余

は
新
聞






の
記

事

に
は
、
信
用






を
拂



は
ぬ
一
人



で
あ
る
の
で
、
證





と
せ
ぬ
）
余

は
余

と
し
て
、
生
意
氣









な
が
ら

左

の
如



き
説



を
持

す
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
瓢
箪
山









の
頂
上






に

曾


て
古
墳





の
有

り
し
事



を
承

認







す
。

（
二
）
山
頂







の
古
墳





と
山
麓






の
横
穴






と
は
時
代





に
於



て
無
關
係








な
る
事



。

（
三
）
第



二
の
横
穴






に
數
人






を
合
葬






し
た
る
は
主
人






及


び
殉
死
者








を
入

れ
た
り
と
解

釋







せ
ず
。
身
分





に
格
別






　
　
　
の
隔
絶






な
き
武
人





の
、
同
日






の
戰
死
者







を
合
葬






し
た
る
者



と
考

證







す
。

　
こ
れ
を
一
々
論



ず
る
の
は
、
探
檢
記







の
主
意





で
無

い
の
で
、
之



で
筆



を
擱

く
。
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最
後





に
此
新
横
穴










か
ら
の
發
見
物








に
就



て
、
最





も
注
意





す
べ
き
點



を
附

記

し
て
置

く
。
そ
れ
は
、
供
物





ら
し

　
き
魚
骨






の
發
見






と
、
俵
形
土
器









の
中



か
ら
、
植

物







ら
し
き
物



の
出

た
二
事

で
あ
る
。
他

に
例



の
無

か
つ
た

　
の
を
今

回







見

出

し
た
の
だ
。
俵
形







の
土

器

か
ら
植

物







を
探



し
出

し
た
の
は
、
實



に
余

で
あ
る
。
危





く
人

　
夫



が
捨

て
や
う
と
し
た
の
を
、
引
取





つ
て
調



べ
た
か
ら
で
あ
る
。
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